
（別記様式５号別添）

現状 目標 結果

静岡県 掛川市
掛川城南
茶業組合

平成27年度 令和元年度 燃油使用量を10％以上削減
1.024ﾘｯﾄﾙ
(荒茶1kgあ

たり)

0.79ﾘｯﾄﾙ
(荒茶1kgあ

たり)

0.96ﾘｯﾄﾙ
(荒茶1kgあ

たり)

（削減率）6.3%
（結果）0.96-（現状）1.024
-----------------＝（達成率）27.3％
（目標）0.79-（現状）1.024

1 1

収穫量が減少したことにより、荒茶生産
機械の利用効率が下がったこと 及び 高
品質茶生産のため、より深蒸しの茶を生
産した結果、荒茶１kgあたりの燃油使用
量が増加した。

荒茶生産機械の利用効率が上がるよう、
収穫スケジュールを再考することを盛り
込んだ改善計画の提出を求め、引き続き
目標達成に向け取り組むよう指導を行う
こととする。

静岡県 牧之原市 ハイナン農協 平成27年度 令和元年度 燃油使用量を10％以上削減
1.10ﾘｯﾄﾙ
(荒茶1kgあ

たり)

0.94ﾘｯﾄﾙ
(荒茶1kgあ

たり)

0.73ﾘｯﾄﾙ
(荒茶1kgあ

たり)

（削減率）33.6%
（結果）0.73-（現状）1.10
-----------------＝（達成率）231.3％
（目標）0.94-（現状）1.10

1 1 成果目標を達成している。

（注）１　実施要領第８の１により、地方農政局長等が災害等により事業計画で定めた方法では評価が困難と判断した場合は、その旨を地方農政局長等の意見の欄に記述すること。

　　　　　併せて、代替案で事業評価を実施した場合は、一段下の欄に事業評価の検証方法及び評価結果を記入すること。

　　　２　事業計画の妥当性の欄には計画が妥当な場合には１を、計画が不適切な場合には０を記入すること。

　　　３　適正な事業執行の欄には、事業が適正に実施された場合には１，適正に実施され、更に競争入札を実施した場合には２を、それ以外の場合には０を記入すること。
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農畜産業機械等リース支援事業（地域作物支援型）に関する事業評価シート
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